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筆　者 出版年 雑誌名 ページ 公・私 学校種 学　年 実践期間 教科・活動 学習内容 PC CL CC GD GH GI PG CT P R E S T
宇土　泰寛 1996 国 44-61 公 小 1·2·4·5·6年生 複数年 統合カリキュラム
教室から世界へ、天然資
源、人種・民族への偏見 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○
小黒　淳一、




食 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
新井　明 1995 国 128-137 公 高 2年生 5時間 不明 アジア、ODA 〇 〇 〇 〇





〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
村上　博之 1997 国 76-88 公 小 不明 1年間 総合学習「国際科」外国語（英語）、中国 ○ ○ ○ ○ ○
浅田　孝紀 1998 国 90-103 私 高 1年生 2か月（12時間） 国語I
日本文化、相対主義、
エスノセントリズム、 〇 〇 〇 〇 〇 〇
増田　稔 1999 国 60-66 公 中 2年生 1時間 理科2分野 動物のなかま ○ ○
田尻　信市 2000 国 38-51 公 高 1年生 4カ月間 世界史Ｂ 大航海時代 ○ ○
川口　修 2000 国 52-57 公 小 3·4年生 10時間 総合的な学習 アジア ○ ○ ○ ○
片山　聡彦 2000 国 58-63 公 中 不明 不明 総合的な学習・社会科 外国の人・国際交流活動 ○ ○ ○ ○
福井　延行 2001 国 96-103 私 中 2年生 不明 社会科（歴史的分野）
幕末庶民の対外認識
（ペリー） ○ ○
井ノ口　貴史 2002 国 50-63 公 高 不明 7時限 現代社会 ケータイ ○ ○ ○ ○
植西　浩一 2003 国 76-89 公 中 2年生 12時間 総合的な学習の時間
あたりまえだと思ってい
たことが。。。 ○ ○ ○ ○
中山　京子 2003 国 90-103 公 小 4年生 6カ月間 総合学習 ワールドカルチャー ○ ○ ○
中川　和代 2005 国 102-117 公 小 4·5年生 2年間 総合学習　 ロシア、交流、ごみひろい、外国語の案内板づくり ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○




○ ○ ○ ○ 〇 ○
野中　春樹 2007 国 80-98 私 高 不明 不明 海 外 スタデ ィ ツアー
マレーシア・イバン、豊
かさ、フードマイレージ ○ ○ ○ ○ ○ ○




2009 国 76-86 公 小 5年生 4時間 道徳 お返し ○ ○ ○ ○
太田　満 2012 国 90-94 公 小 6年生 3時間 社会科 日清・日露戦争と韓国併合 ○ ○ ○ ○ ○
居城　勝彦 2012 国 95-100 公 小 1年生 約3カ月 家庭科 機織り、児童労働 ○ ○ ○ ○ ○ ○
太田　満 2014 国 24-33 公 小 3年生 30時間 国語、社会、総合的学習の時間 日系移民、多文化共生 ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○
太田　満 2016 国 33-38 公 小 3年生 5時間 国語 日本各地のさまざまな昔話 ○ ○ ○ ○
西村　美智子 2018 国 23-29 私 小 全学 不明 総合学習・文化交流「コリアDay」
韓国・朝鮮文化、韓国併
合 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇




○ ○ ○ ○
大橋　直樹 2001 グ 48-61 公 小 3年生 1学期・2学期 社会科・総合学習 知立 in the World ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
森川　与志夫 2004 グ 28-38 公 高 不明 5時間 生活指導・地歴科 わたしとあなた 〇 〇 〇
鹿野　敬文 2006 グ 40-50 公 高 不明 不明 ディベート部 原爆、ラオス支援 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○







○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
近藤　茂明 2008 グ 70-81 公 小 4年生 1年間 総合学習 体の不自由な人、共生 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
牛　志玲 2009 グ 62-77 中華学校 小・中 全学年 全期間 統合カリキュラム
日本語、英語、日本文化、
コンピュータリテラシー、 ○ ○ ○ ○ 〇 〇
鹿野　敬文 2009 グ 78-86 公 高 全学年 不明 文化祭 捕鯨 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○




○ ○ ○ ○ ○ ○
福村　優 2018 グ 62-78 公 小 6年生 3時間 社会科 黒船来航 ○ ○ ○
ワルター・
エンロウ 1988 異 26-41 私 小・中 全学年 全期間 総合カリキュラム
日本語、日本文化、戦争、
異文化間問題、貧困、軍縮 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
佐藤　群衛 2001 異 132-140 公 小 全学年 全期間 統合カリキュラム 人とのかかわり、ブラジル文化、障害者 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇




ラウイ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇
曺　圭福 2006 異 95-109 公 小 6年生 3回授業（各45分間）
総合的な学習の時
間 偏見解消、異文化交流 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
岸　磨貴子・
久保田　賢一 2012 異 118-133 公 高 3年生 1年間
選択科目「グロー
バ ル・ コ ミ ュ ニ
ケーション」
他国の文化理解、他社と
のコミュニケーション 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
津山　直樹 2017 異 16-33 公 中 1年生 1年間 社会科（地理的分野）
日本地理、日本の多文化
的状況、差別 〇 〇 〇 〇 〇 〇
｜ 293 ｜
日本の小学校から高等学校におけるグローバル教育実践を可能とするプロセス構築の試み
付録 2 ．意思決定要因表
 
  （かさい・まさたか　短期大学部教授）
要因 カテゴリー 事　例
CT
教科内活動 国際科、日本研究プログラム、選択科目「グローバル・コミュニケーション」
教科外活動
学内 朝の会、帰りの会、クラブ・部活、異なる年齢の生徒の交流活動、千羽鶴クラブ、文化祭、コリアDay、学芸会、福高際パネルフォーラム、全学的な行事、劇発表
学外 海外語学研修、交換留学、国際交流プログラム
P
学　内
教員 学年主任・担任・副任、ＡＬＴ・英語教員、アメリカ人外国語指導助手、同じ授業を担当する同僚、招聘教員、マラウイを訪問した教員
生徒・学生
帰国子女、日系移民児童、帰国生、留学生、国際結婚による児童・生徒、中国帰国
生徒、招聘生徒、いろいろな国籍をもった生徒、ブラジル籍生徒、外国の児童、一
般生徒
職員 学校図書館司書
学　外
教員・学者 外国人協同実践者、大学教員、韓国の公立小学校の先生、朝鮮初中級学校の先生、日本・韓国の小学校教員
生徒・学生 他校の高校生メンバー、ロシアの中学生
保護者・地域住民 地域の方・保護者、市内在住外国人、在日コリアンの保護者、朝鮮大学の学生、ブラジル人、障害者、大学院生
専門家
専門家、外国人、国際交流活動従事者、ロシア船員、市役所職員、韓国の舞踏家、
日本野鳥の会や動物園、植物園の人・ペシャワール会の人、障害者養護施設の人、
捕鯨従事者、ディベートの専門家、ODAの実務担当者、マラウイ派遣の元青年海
外協力隊員、学外講師
R
組織・施設
教育関連 博物館、地球市民共育塾、海外移住資料館、図書室、他の高等学校、コンピュータ室、ＬＬ教室、開発教育協会、国際交流を支援している団体、交流提携校
一般
国立公害研究所、リサイクル活動施設、直江津港、アジアボランティアセンター、
Society of Christian Service，知立市、沿岸小型捕鯨協会、鯨肉を売っている魚屋、
鯨包丁工場、鯨塚、日伯協会、マラウイ大使館、環境団体
メディア
メディア 新聞記事、VTR、雑誌、書籍、瓦版、絵本
教材
教科書、放送大学印刷教材、ＮＨＫ番組、外国の歴史教科書、ＤＶＤ教材、「世界
一大きな授業」、「教育における世界的展望」、「ブラジル理解・交流をねらった総合
的な学習の題材」、ワールド・ボックス、フォトランゲージ「インドの児童労働」
テクノロジー コンピュータ、インターネット、ファクシミリ、ビデオ、機織り機、インターネットのチャット機能、機械翻訳機能、メール、ビデオレター、アニメ
Ｅ
国　内
教育関連
総合学習への移行期間、全国高等学校ディベート大会ＵＮＥＳＣＯ地域セミナー、
人身売買に関する国際シンポジウム、ＪＩＣＡ国際協力中学生エッセイコンテスト、
川崎市の「多文化読み聞かせ隊」、授業参観、JICAサーモン・キャンペーン
一般 ガレージセール、川崎市教育委員会主催の「民族文化講師ふれあい事業」、川崎市桜本商店街の「日本のまつり」、博多との繋がり、地域行事
国　外
姉妹都市ビクトリア市との交流、国際理解教育学会の三か国の共同教材開発、
Natural Disaster Youth Summit、台湾研修旅行、モンディアロゴ・スクールコン
テスト
S 教育理念・体制
帰国子女教育、付属中学校、学校教育の基本方針、国際色豊かな学校、ユネスコス
クール加盟校、インターナショナルスクール、教育方針：「自分と異なる生き方を
してきたいろいろな人とかかわる経験をさせる」、国際バカロレア認定校
T
知　識
セルビーのグローバル教育理論、歴史教育観、韓国訪問、「Kansas  in the World」
アプローチの知識、ローランド・ケースの「グローバルな見方」、テオドル・カル
トスニスの「意思決定アプローチ」、ディベートの知識、交渉学、ブラジル籍の子
どもとの経験による多文化共生の重要性を意識
教授経験 学校文化からの解放、言語学習を通しての国際理解、内容中心教授法、教員主導・生徒主導学習活動のバランス
研　究
国際理解教育のための教材と方法の開発、国際理解教育プログラム「教室から世界
へ」「宇宙船地球号プログラム」開発、「日系移民」の教材開発、実践の課題認識、
より効果的な対話力の育成方法への探求、『交渉ゲーム』教材開発
CT（カリキュラムとテスト）、P（人材）、R（教材）、E（イベント）、S（学校風土）、T（教員）
